
心血管疾患.

僧帽弁粘液腫様変性
（MMVD）の食事管理

キーメッセージ

   僧帽弁粘液腫様変性（MMVD）は、犬に最もよく見られる後天的な
心疾患の原因です。1–3 

   北米では、MMVD は犬の心臓病の約 75 % を占めます。1

   最も影響を受けるのは高齢な犬で、体重が 20 kg 未満の小型犬の
種類ですが、 MMVD は大型犬にも起こり得ます。1,4

   MMVD の犬は疾患の後期になるまで健康に見えます。しかし体内で
は、臨床前の状態でも心臓は変化をしています。1

  MMVD は進行が遅い病気ですが、進行率は予測が困難です。1

  MMVD を持つ約 30 % の犬では進行性の疾患を発症します。2,5 

（次のページに続く）

治療のための栄養

犬のおよそ 10 匹に 1 匹は心臓病
を患っており、MMVD の犬に特徴
的な左心尖部雑音は、通常、獣医
の定期検査で認識されます。1

ご存じでしたか？

僧帽弁粘液腫様変性（MMVD）は、最も頻度の高い犬の心疾患です。現在
の栄養ガイドラインは、心臓変化が明らかになった後の犬への推奨に焦点
をあてています。しかし、新しい研究により、心不全の徴候が現れる前の
早期の MMVD の犬において、栄養素の心臓保護ブレンド（CPB）が心臓機
能を改善し、病気の進行を遅らせるのに役立つことが実証されました。
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Purina Institute は、ペットがより長く、より健康的に生きるための、科学に基づく顧客に寄り添った情報を
提供することで、ペットの健康に関する議論の最前線に栄養を位置付けることを目指しています。
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   現在推奨されている栄養摂取は、主にうっ血性心不全が発生した後の徴候の管理に焦点を当てていますが、新しい研 
究によると、栄養素の心臓保護ブレンド（CPB）が早期 MMVD の犬の心臓機能を改善し、病気の進行を遅らせるのに役 
立つことが示されています。1,6,7

   6 ヵ月間の食事試験で、完全でバランスの取れた食事に CPB を加えて与えた早期 MMVD の犬では、主要な心臓の 
測定値において臨床的な利点が示されました。6

   対照食の犬の 1/3 以上が B1 から B2 に進行しましたが、CPB 食を摂餌した犬には進行が見られませんでした。

   左房の大きさは、対照食を摂餌した犬では平均 10 % 増加し、CPB 食を摂餌した犬では平均 3 % 減少していまし
た。

   僧帽弁逆流の重症度が、対照食を摂餌した 25 % の犬で悪化し、CPB 食を摂餌した犬では 10 % のみが悪化し、 
30 % は改善しました。

   メタボロミクス研究により、CPB　を摂餌した犬の臨床効果は、分子レベルでの肯定的な変化と関連していることが 
明らかになりました。7,8


